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第 29 話：変わる者、変わらない者 

 2 人が愛し合っているのは、あたしもわかります。カラダも夫婦なので問題ないかもし

れません。でもヴァジーは、父の記憶を読みとれると言っても、心は、女のままなので、

目の前に裸の女性を見てどう感じているんでしょうか… 

ヴァジーin エドガー：「イーシャも男の快感に興味があるのかな？」 

 

 ヴァジーは、父のカラダで、からかうようにあたしに聞いてきました。 

イーシャ：「あたしは…女の子としても未経験だし…」 

ヴァジーin エドガー：「いいわよ～💕男のカラダも💕ねっレオン！」 

レオン in オリビア：「あ…ああ…」 

 レオンは、そう言いながらも今の母のカラダに満足しているような様子でした。 
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 あたしも男の人の感じ方は気になります。自分自身もそれを体験してみたいし、それを

知っていれば、あたしが好きになった人を気持ち良くさせることができる…そう思うと、

ヴァジーの今の状況を羨ましく思いました。あたしは、自分が男の人に乗り移って、自由

にそのカラダを操っているのを想像してしまいました   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3 / 7 

 

 ある日、あたしは、いつものようにレオンにカラダを乗っ取られて学校に行っていまし

た。ふと気づくと、目の前にアリエルがいます。以前にもあったシチュエーション… 

イーシャ：「レオン？」 

アリエル？：「何を言っているの？イーシャ…」 

 アリエルの雰囲気は、レオンのそれではなく、あたしが知っているアリエルです。 

 

イーシャ：「どういうこと？」 

 あたしは、訳もわからず混乱していました。そして、それと同時にアリエルを見ていると、

ドキドキした感情が湧き上がってくるのを実感していたのです。 

アリエル？：「イーシャこそどうしたの？顔を赤らめて…」 
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 アリエルは、髪をかき上げて、あたしを誘惑するようなポーズを取ってきました。 

イーシャ：「どうしちゃったの？アリエル？？」 

アリエル？：「これが本当のあたしだよ💕」 

 アリエルは、そう言うと、あたしとの距離を詰めてきました。 

 

 アリエルは、自分の可愛さを更に前面に出してアピールしてきます。それを見て、あた

しは、股間が熱くあるのを感じました。このままではあたしは、おかしくなってしまいそ

うです… 

イーシャ：「止めて…アリエル…お願い…」 

 あたしは、泣きそうな声で懇願すると、アリエルの様子が一変しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レオン in アリエル：「ちょっとやり過ぎちゃったかな？俺だよ！レオン。」 

 やっぱり、アリエルのカラダにはレオンが乗り移っていたようです… 
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第 30 話：本音と真実 

イーシャ：「どうして…どうしてこんなひどいことをするの！！」 

 あたしは、アリエルがあたしに意地悪をしたように感じて、レオンが乗り移ったアリエ

ルに怒りをぶつけました。 

レオン in アリエル：「信じられないかもしれないけど…これは、アリエルが望んでいるこ

となんだよ…」 

 

イーシャ：「嘘！アリエルが自分から男の人に乗り移られるなんて…あたしを誘惑するよう

なことをする訳が…」 

 あたしは、レオンの言葉を全否定しようとしました。 
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レオン in アリエル：「アリエルは、イーシャのことが前から気になっていたんだよ。でも

そのことを伝えたら、今までのように友達でいられないからって…」 

 あたしは、レオンがアリエルにそう言わせているんだと思おうとしました。 

イーシャ：「アリエルのカラダでそんなこと言わないで…」 

 

レオン in アリエル：「俺だってこんなことはしたくなかった…でも来月、俺たちは、最後

のアイテムを手に入れて自分のカラダに戻る…そのことをアリエルに告げたら、すごく哀

しそうな顔をしたんだ…だから…」 

 アリエルは、今まで見たことがないように感情を表現して叫んでいました。あたしは、

それがレオンだけでなく、アリエルの本心だと思うようになっていたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーシャ：（アリエルのカラダにいるのは、レオンのはず…でも…） 

あたしは、アリエルのいじらしい姿に惹かれるようになっていました。こんな感情は、

以前にはなかったはずで、あたしは戸惑うと同時にあふれる思いを抑えられなくなってき

ました。 

イーシャ：「アリエル！あたし…」 

 

 あたしは、アリエルのことを愛おしく思い、思わず抱きしめてしまいました。 

イーシャ：（あたしが何とかしてあげたい…） 

 そんなことを想いながら、あたしのカラダがアリエルの股間に触れると、あるはずのな

いむにっとした感触がありました。 
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イーシャ：「え？」 

レオン in アリエル：「…あれ？？これって…」 

 あたしもレオンになっているアリエルまでも思わず声を出しました。 

イーシャ：「アリエル？いえ…レオン…これって…男の人の…」 

 

レオン in アリエル：「そうだな…今まで気づかなかったけど…俺も今、実感したよ。俺の

カラダ…」 

イーシャ：「うん…アリエルにどうしてこんなモノが？？」 

 

 あたしもレオンも驚きを隠せませんでした。すると、レオンは、アリエルの胸と股間に

手を入れ確認しました。 

レオン in アリエル：「…胸はあるよ…でもやっぱりここにも生えてる！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


